
令和８年３月13日の給食

★ トントロリンスープ（寄居町）

八王子産にんじん、長ねぎ使用★ 氏照ごはん

★ 牛乳

★ 小田原かまぼこの
ごま和え

八王子産にんじん、

小松菜使用

★ 魚の桜風あられ揚げ

「滝山城御膳」は、戦国時代に関東地方を広

く治めていた「北条氏」一族の三兄弟にちな

み、八王子市・小田原市・寄居町の３都市に

ゆかりのある料理を献立にしたものです。



八王子市と小田原市・寄居町とのつながり

※ 今から440年ほど前の時代

うじてるくん

戦国時代※、北条氏一族の三兄弟、氏政・

氏照・氏邦が、それぞれ、現在の小田原市、

八王子市、寄居町を治めていました。

うじくに

うじまさ

うじてる



この三兄弟は一度も争うことなく、

ともに手を取りあい、三人の絆で

それぞれのまちを発展させました。

このことにちなみ、八王子市が

市制１００周年を迎えた際に、八王

子市、小田原市、寄居町の３都市は

姉妹都市になりました。

現在も、まち同士で交流を深めて

います。

現在、滝山城跡は、春には5,000本の

桜が咲き誇る桜の名所になっています。

滝山城御膳は、八王子市のオリジナル給食

「日本遺産献立」の１つです。

氏照が滝山城に居城したことに由来します。
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氏 照 ご は ん

当時の武士の主食は、麦やあわ

などの雑穀でした。

給食では、当時のごはんをイメージ

して、もち米や麦、きびなどが入った

ごはんを食べます。
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滝山城跡は、都内有数の桜の名所として知られ

ています。今から５０年ほど前に、地元の人たちが

協力して桜を植えたことがきっかけです。

給食では、桜をイメージした「魚の桜あられ揚げ」

を食べます。満開の桜の花びらを、赤やピンク、

黄色など５色のあられで表しました。

魚の桜あられ揚げ 



小田原かまぼこのごま和え

小田原かまぼこは、きめが細かく、

しなやかで弾力があります。板に

のせて蒸しあげたものが代表的です。

戦国時代、北条氏が治めた地区で

もかまぼこが食べられていました。

令和3年度認定
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カタクリの花

豚

トントロリンスープ

豚肉（トン）と町の花のカタクリに

ちなみ、片栗粉でトロリンとさせた

スープに、利根川沿いの肥えた土で

育てられたおいしい野菜を入れて

作ったトントロリンスープは、寄居町

の給食で大人気です。

今回は、寄居町の定番献立

「トントロリンスープ」を

八王子産の野菜を使って

作ります。
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